
　
人
手
不
足
が
深
刻
な
状
況
に
あ
る

日
本
。
政
府
の
試
算
に
よ
る
と
、
介

護
、
建
設
、
製
造
な
ど
14
業
種
に
お

け
る
今
後
５
年
間
の
人
手
不
足
は
約

１
４
５
万
人
と
推
計
さ
れ
る
。
こ
う

　一般社団法人静岡県中部未来懇話会の理事・運営委員・研究委員全体会が１月 23 日、
静岡市葵区のホテルで開かれた。当懇話会研究部会がまとめた 2019 年度年間調査研究
テーマ案「広がりをみせる外国人雇用を考える－外国人労働者を『戦力』として位置づ
ける」を研究部会長の日詰一幸・静岡大人文社会科学部学部長が説明し承認された。

し
た
人
手
不
足
を
補
っ
て
き
た
の
が

ア
ジ
ア
か
ら
の
実
習
生
で
日
本
の
高

度
技
術
を
学
び
、
そ
れ
を
自
国
の
経

済
発
展
に
役
立
て
る
「
技
能
実
習
」

制
度
だ
っ
た
が
、
そ
の
理
念
は
大
き

く
変
容
し
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
た
め
政
府
は
新
た
な
制
度
構

築
に
向
け
て
出
入
国
管
理
法
を
改
正

し
、
外
国
人
の
就
労
に
対
し
て
一
定

程
度
門
戸
を
開
く
こ
と
を
決
め
た
。

　
こ
の
法
改
正
に
よ
り
静
岡
県
で
も

外
国
人
が
多
数
就
労
す
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
昨
年
11
月
に
研
究

部
会
が
19
年
度
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ

い
て
協
議
し
た
中
で
外
国
人
を
企
業

の
「
戦
力
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
は
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
可
能
性

や
戦
略
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
性
で

一
致
。
そ
の
後
の
運
営
委
員
会
と
の

合
同
会
議
で
の
協
議
を
経
て
テ
ー
マ

案
を
固
め
た
。

　
趣
旨
説
明
で
日
詰
氏
は
春
と
秋
の

年
２
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
提
案
し
、

第
１
回
シ
ン
ポ
（
春
季・６
月
）
は
「
企

業
経
営
か
ら
み
た
外
国
人
就
労
者
の

位
置
づ
け
と
今
後
の
可
能
性
」、
第
２

回
シ
ン
ポ
（
秋
季
・
10
月
）
は
「
外
国

人
の
就
労
意
識
と
地
域
の
受
け
入
れ

体
制
」
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
と
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
春
季
は
増
え
る
見

込
み
の
あ
る
外
国
人
就
労
者
を
ど
の

よ
う
に
「
戦
力
」
と
し
て
企
業
は
位

置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ

の
可
能
性
や
戦
略
な
ど
を
中
部
地
区

の
企
業
の
実
践
を
も
と
に
検
討
す
る
。

秋
季
は
外
国
人
就
労
者
の
増
大
に
よ

り
生
じ
る
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に

必
要
な
こ
と
は
何
か
、
そ
の
際
、
外

国
人
に
選
ば
れ
る
地
域
に
な
る
た
め

に
必
要
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
検

討
す
る
。
さ
ら
に
中
長
期
的
な
対
応

策
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
考
え

を
示
し
た
。

　
引
き
続
き
、
懇
話
会
事
務
局
が
中

部
地
域
経
営
会
議
が
取
り
組
ん
で
い

る
18
年
度
年
間
調
査
研
究
テ
ー
マ「
労

働
力
確
保
と
人
材
育
成
」
に
関
し
て

こ
れ
ま
で
の
経
過
を
報
告
し
た
。
こ

の
後
の
理
事
会
で
は
３
月
５
日
開
催

の
臨
時
社
員
総
会
や
記
念
時
局
講
演

会
な
ど
が
了
承
さ
れ
た
。

　
全
体
会
に
は
理
事
・
運
営
委
員
・

研
究
委
員
合
わ
せ
て
26
人
（
代
理
含

む
）
が
出
席
し
た
。

（
関
連
記
事
23
㌻
参
照
）

「
外
国
人
労
働
者『
戦
力
』と
し
て
不
可
欠
」

静岡県中部未来懇話会　理事・運営委員・研究委員全体会

19年度研究テーマ案承認
19
年
度
年
間
調
査
研
究
テ
ー
マ
案
を
承
認
し

た
理
事
・
運
営
委
員
・
研
究
委
員
全
体
会
＝

静
岡
市
葵
区
の
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
静
岡
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